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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜東病棟入院・入室状況＞
・転出：本宮　きみい様　南B104
・入院：中村　さつ様　東C6
＜患者様連絡情報＞
・遠嶋　剛様～10/24(土)10：00退院。
・初外来日：R2.11.9(月)11：30　あおぞらクリニック　13日分処方。
　　　　　　　サマリーと療養計画書準備の事。
　　　　　　　クリニックのデイケアを「火・木」利用予定

・本宮　きみい様～10/24(土)11：00退院。
・初外来日：R2.11.4(水)12：00　白山台メンタルクリニック　8日分処方。
　サマリーと情報提供書準備の事。
・東野　愛様～両親とNs1名、金Drとで特診にて実施。

現在、内服と注射を併用し、精神症状は落ち着いている事、前回と同様に、外泊訓練を再開していきたい事を両親へ説明する。

両親は朝の起床が遅い事と、夜間、就床時間が遅い事を気にしている。

スタッフ側から、生活リズムが整えられるよう、声掛けや介入をしていく事で了解している。
・10/24　15：00～10/25　17：00まで外泊許可となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。毛布を引きちぎり自室内に散乱させており介入。落ち着きなく徘徊したり、歩行時のふらつき見られ、開放観察見送っている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。嗜好品の要求やスタッフへの不満を訴えるが、衝動行為なく経過。スタッフ対応も穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。拘束部位の循環障害はなし。頭痛の訴えあり9:40カロナール（200）1T服用している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・土川　貴広様～テンキー弄りあるが過度とはならず。小声での独語聞かれるが、スタッフ対応時は穏やか。他者交流なくホールにて過ごしている。
・浪打　忠一様～バイタルサイン異常無し。介入時拒否・抵抗強く点滴の自己抜去も有り。ベッド柵を乗り越え、ベッドから降りようとする様子も見られており、都度介入要している。体動活発であるが、粗暴行為無く問題行動も無い。
・寺地　徳和様～各食全量摂取され拒薬も無い。腹部膨満見られているが腹部症状や不調の訴え無く便秘も無い。日課以外は自室にて臥床し過ごされている。
・鈴木　善清様～食事は2/3～全量摂取。不調の訴えなく食事以外は臥床して過ごしている。帰宅要求や不穏さなし。
＜田名部Dr.診察情報＞
・立花　圭様～インフルエンザ予防接種可。主治医の問いに淡々と返答されている。
・安達 貴浩様～インフルエンザ予防接種可。同室者がイヤミだと不満を述べ、西に行きたいと話す。

・豊巻 みや様～インフルエンザ予防接種可。ツムラ加味帰脾湯エキス顆粒　3×1 毎食前→朝夕食前に変更となり、他同内容で7日分処方となる。
・長瀬　信也様～インフルエンザ予防接種可。歯痛訴え、疼痛時カロナール7回分処方、臨時薬同内容で7日分処方となる。気分について、本来の自分に戻ったと。しかし自分自身は変わっていないとの事。診察後も再び主治医に、ケアワーカーと話をして退院しますと一方的に話しをしている。
・嶋　龍太郎様～インフルエンザ予防接種可。気分について最低と話し個室が良かったと。スマホに　ついて、引き続き音楽や通信は不可との指示。アモキシシリンカプセル250㎎ 4日分処方。バレリン錠200㎎→バルプロ酸ナトリウム錠200㎎に変更、vdsにレボトミン錠5㎎追加処方となり、他同内容で7日分処方となる。
・藤井　孝蔵様～インフルエンザ予防接種可。主治医の問いに淡々と返答されている。
・三浦　久司様～インフルエンザ予防接種可。調子は良いと。GH世話人について、何故受け入れてもらえなかったか聞きたい、常駐するGHも考えているとの事。今後、内服から注射(エビリファイ)にしていくことを説明し了解。夕のアリピプラゾールOD錠24㎎中止。鼻かぜの訴えありＰＬ配合顆粒3日分処方。vdsにブロチゾラムＯＤ錠0.25㎎追加処方となり、他同内容で7日分処方となる。
・佐藤　セツ様～インフルエンザ予防接種可。下肢の疼痛持続。診察中多弁であるが、妄想発言聞かれている。臨時薬同内容で7日分処方となる。

・土川 貴広様～ホールで診察実施。幻聴は気にはされておらず、夜間も眠れていると話す。診察中、礼節は保たれている。朝夕リスペリドンＯＤ錠1㎎追加処方、ヒベルナ糖衣錠25㎎増薬。他同内容で5日分処方となる。
・小澤　和子様～インフルエンザ予防接種可。カレンダーを見てないないと話すが、日付や曜日を尋ねるが不正。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・丹内　栄子様～インフルエンザ予防接種可。診察中は常に俯いている。
・小泉　裕子様～環境の不満を訴え、怖い人が入ってきたから部屋を変えてほしいと。Bユニットが空いていれば移動は可と。幻聴は否定するが、排尿困難訴え、治すには島根の神様が、島根の水でなければ治らないとの事。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小笠原　久年様～インフルエンザ予防接種可。足の爪剥がれはゲンタマイシン軟膏塗布とガーゼ保護の指示受ける。キーパーソンの声はうるさく言わないとの事。

・袴田　将司様～インフルエンザ予防接種可。多飲水について主治医より改めて注意を受けている。口渇について変化がないとの事。夜間は眠れ　　ていると話す。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・若沢　理子様～　インフルエンザ予防接種可。幻聴は前より少ない、夜間眠れていると話すが、視線は下向きで活気ない。
・高橋　如来様～　インフルエンザ予防接種可。ホールで診察を受けるが、落ち着いている。臨時薬同内容で7日分処方となる。
＜新入院患者様情報＞
日時：R2.10.22　10：38

氏名：中村　さつ（なかむら　さつ）様

生年月日：昭和11年5月3日（84歳）

病名：人格障害

合併症：アルツハイマー型認知症

性別：女性

主治医：田名部Dr.　

入院形態：医療保護入院

病棟：東病棟Cユニット

（経過）

八戸市民病院からの転入院。

以前より、自律神経失調症を患っており、うつ傾向にあったとの事。70歳頃から幻視・幻聴様の訴えも聞かれていた。H24年6月頃、大量服薬にて八戸市立市民病院へ救急搬送。状態安定後精神科へ転科（～H24.7.30　任意）。退院後は、有料「ひばりの」へ入所。入所中に、周囲にあった物で首を絞める事や、外に出ていき凍死未遂があり、八戸市立市民病院へ搬送。前回同様に精神科へ転科しH24.9.21～H24.12.14まで入院（任意）。その後、さくら病院紹介となり、3ヶ月間程入院（時期など不明）。アルツハイマー型認知症の診断だったとのこと。その後、H26年頃より、有料「きずな」へ入所となっていた。R2.1.3施設内にて喉をはさみで数か所突き、八戸市立市民病院へ搬送。状態安定後も自殺企図あったため、精神科へ転科。さくら病院への入院は拒否されたため、有料老人ホームへの入所を目指し、申し込みをしているが、入所に繋がらず時間を要している為、加療継続、施設入所目的にて、当院へ転入院の希望あり。R2.10.22東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
・CSセット：Cプラン　布パンツ　下着は家族洗濯

・売店：購入可　5000円/月

・義歯：無　自歯

・緊急時：搬送希望

※インフルエンザ予防接種希望　三戸町からの予診票持参予定
